
正
し
い
知
識
・
診
断
力
を
身
に
つ
け

一
人
で
も
多
く
の
白
血
病
患
者
を
救
え
！

1969年2月生まれ。1994年3月弘前大学医学部医学科卒業。
2000年3月東北大学大学院医学系研究科博士課程修了（医学
博士）。同年4月東北大学病院血液免疫科医員。2001年6月米
国マウントサイナイ大学医学部血液腫瘍科博士研究員。2003
年9月から東北大学病院検査部医員、助手、講師を経て、2007
年4月北里大学医療衛生学部教授。臨床検査専門医。白血病発
症の分子機構について研究している。

北里大学
医療衛生学部
薬学部
獣医学部
医学部
海洋生命科学部
看護学部
理学部

本
日
の「
血
液
学
Ⅱ
」
は

必
修
科
目
と
あ
っ
て
、
最
前

列
か
ら
最
後
列
ま
で
、
広
々

と
し
た
講
堂
は
ほ
ぼ
満
席

だ
。
学
生
た
ち
が
特
別
熱
心

な
の
に
は
、
理
由
が
あ
っ
た
。

こ
こ
に
い
る
学
生
の
全
員
が
、

「
臨
床
検
査
技
師
」
と
い
う

国
家
資
格
の
取
得
を
希
望

し
て
お
り
、
本
日
の
講
義
内

容
は
ド
ン
ピ
シ
ャ
で
、
試
験
の

出
題
率
が
高
い
か
ら
だ
。

「
臨
床
検
査
技
師
に
な
る

た
め
に
勉
強
す
べ
き
科
目
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、そ
の

中
で
も
微
生
物
学
・
免
疫

学
・
血
液
学
・
病
理
学
・
臨

床
化
学
・
臨
床
生
理
学
は
、

国
家
試
験
に
出
る
割
合
が

高
く
、
実
務
に
直
結
す
る
と

て
も
重
要
な
と
こ
ろ
で
す
」と

髙
橋
先
生
は
言
う
。
内
容
は

決
し
て
唐
突
な
も
の
で
は
な

く
２
年
生
の
時
に
学
ん
だ

「
血
液
っ
て
ど
う
や
っ
て
作
ら

れ
る
？
」と
い
っ
た
基
礎
知
識

か
ら
徐
々
に
発
展
し
、
よ
り

専
門
的
な「
疾
患
」と
い
う
ス

テ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
い
た
。

本
日
は
急
性
白
血
病
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、そ
の
分
類
方

法
な
ら
び
に
診
断
方
法
、さ

ら
に
は
治
療
に
つ
い
て
、わ
ず

か
１
時
間
30
分
と
い
う
短
い

時
間
の
中
で
駆
け
足
で
進
ん

で
い
く
。
髙
橋
先
生
が
用
意

し
た
レ
ジ
ュ
メ
は
、パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
全
79
ペ
ー
ジ
。
学

生
た
ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の

も
の
だ
。

そ
も
そ
も
、
白
血
病
と
は

ど
ん
な
病
気
の
こ
と
を
い
う

の
だ
ろ
う
。
白
血
病
と
は

〝
血
液
の
が
ん
〞
と
も
言
わ

れ
、
血
液
を
つ
く
る
器
官
で

白
血
球
が
異
常
に
増
殖
す

る
病
気
の
こ
と
。
白
血
球
の

大
量
増
殖
の
過
程
に
お
い

て
、血
液
が
白
っ
ぽ
く
見
え
る

こ
と
か
ら「
白
血
病
」と
名
づ

け
ら
れ
た
。
一
度
発
症
す
る

と
完
治
が
難
し
く
、
生
命
に

係
わ
る
こ
と
が
多
い
。
白
血

病
に
は
慢
性
と
急
性
が
あ

り
、
本
日
の
講
義
で
は
急
性

白
血
病
に
つ
い
て
学
ぶ
。

急
性
白
血
病
の
分
類
に

は
、
形
態
主
体
の
分
類
法
で

あ
る「
F
A
B
分
類
」が
用

い
ら
れ
る
。「
重
要
な
の
は
、

〝
30
％
〞
と
〝
３
％
〞
で
す

よ
！
」
。
覚
え
て
お
く
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を
コ
マ
メ
に
押
さ
え

る
髙
橋
先
生
。こ
れ
は
つ
ま

り
、
増
殖
す
る
白
血
病
細
胞

の
種
類
に
よ
っ
て
、
急
性
骨

髄
性
白
血
病
（
M
0
〜

M
7
／
全
８
種
）と
急
性
リ

ン
パ
性
白
血
病
（
L
1
〜

L
3
／
全
３
種
）に
大
き
く

分
類
さ
れ
る
こ
と
を
指
す
。

前
述
の
急
性
骨
髄
性
白
血

病
は
、「
ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ

染
色
」
と
い
う
特
殊
な
検
査

で
反
応
す
る
芽
球
が
〝
３
％

以
上
〞
あ
る
白
血
病
の
こ

と
。白
血
球
の
う
ち
、特
に
顆

粒
球
と
な
る
は
ず
の
芽
球
が

癌
化
す
る
。

一
方
、
後
述
の
急
性
リ
ン

パ
性
白
血
病
は
、ペ
ル
オ
キ

シ
ダ
ー
ゼ
染
色
に
反
応
す
る

芽
球
は
〝
３
％
未
満
〞
。リ

ン
パ
球
が
が
ん
化
し
、
血
液

や
骨
髄
中
で
増
殖
す
る
。さ

ら
に
、
骨
髄
中
の
芽
球
の
割

合
が
〝
30
％
〞
に
よ
り
、
急

性
白
血
病
と
骨
髄
異
形
成

症
候
群
に
大
別
さ
れ
る
の
だ

と
い
う
。

学
生
た
ち
は
そ
の
違
い
を

見
極
め
、診
断
す
る
〝
ス
キ

ル
〞
を
身
に
つ
け
る
必
要
が

あ
る
。レ
ジ
ュ
メ
に
は
、M
0
〜

L
3
の
白
血
病
細
胞
の
染

色
画
像
が
色
鮮
や
か
に
掲

載
さ
れ
、そ
の
特
徴
や
診
断

方
法
を
一
つ
ひ
と
つ
紐
解
い

て
い
く
。
素
人
目
に
は
極
め

て
分
類
が
難
し
い
白
血
病
細

胞
の
染
色
だ
が
、そ
の
特
徴

を
、
形
状
、
色
、
細
か
い
粒
の

有
無
な
ど
で
識
別
し
て
い

く
。

講
義
の
最
後
を
締
め
く
く

る
の
は
、
急
性
白
血
病
の
治

療
に
つ
い
て
だ
。「
白
血
病
の

治
療
は
、
高
度
の
骨
髄
抑
制

が
必
発
な
の
で
、
感
染
症
に

対
し
て
は
強
力
な
抗
生
物

質
療
法
お
よ
び
G-

C
S
F

投
与
、
出
血
に
対
し
て
は
血

小
板
輸
血
、
貧
血
に
対
し
て

は
赤
血
球
輸
血
な
ど
の
対

症
療
法
を
行
い
ま
す
」
と
髙

橋
先
生
。
現
状
、
小
児
白
血

病
の
完
全
寛
解
率
は
90
％

前
後
、
成
人
白
血
病
で
は

80
％
、
長
期
寛
解
に
お
い
て

は
わ
ず
か
30
〜
40
％
と
い
わ

れ
て
い
る
。
年
齢
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
る
の
が
特
徴
で
、

高
齢
者
で
は
強
力
な
化
学

療
法
が
行
え
な
い
た
め
、
若

年
者
よ
り
予
後
が
不
良
と

な
る
そ
う
だ
。

治
療
を
行
う
病
院
の
施

設
や
、
治
療
方
法
、
進
行
度

具
合
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て

白
血
病
患
者
の
生
存
率
は

当
然
異
な
っ
て
く
る
が
、
早

期
発
見
で
き
れ
ば
、
完
全
寛

解
が
可
能
な
こ
と
も
。
今
日

ま
さ
に
こ
の
講
義
で
学
ん
だ

こ
と
が
、近
い
将
来
、白
血
病

患
者
の
命
を
救
う
か
も
し
れ

な
い
の
だ
。

白
血
病
に
関
す
る
講
義

は
、次
回
の「
慢
性
白
血
病
」

に
引
き
継
が
れ
る
。
学
生
た

ち
が
ひ
と
ま
ず
、
本
日
の
講

義
内
容
を
ど
こ
ま
で
咀
嚼
で

き
た
か
は
、
最
後
に
配
ら
れ

た
小
テ
ス
ト
の
で
き
ば
え
で

判
断
す
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ

う
。

髙橋 伸一郎先生

本紙に掲載した大学（私立大学のみ）の案内資料は、P36のハガキ、または東進のウェブサイトwww.toshin.comから請求できます。

臨
床
検
査
技
師
と
し
て

知
っ
て
お
く
べ
き
血
液
の
話

血
液
検
査
の
中
で
最
も
重
要
と
さ
れ
る

急
性
白
血
病
の
診
断
方
法
と
は
？

年
齢
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
る
白
血
病

吉川文敏さん（右）
医療衛生学部 医療検査学科3年
この学科を専攻している学生はみんな、
臨床検査技師を目指しているのですが、
個人的にもともと、体のメカニズムや働き
について大変興味を持っていたため、毎
回楽しく授業に取り組ませていただいて
います。

松下瑞季さん（左）
医療衛生学部 医療検査学科3年
2年生の時に体の形態についての基礎知
識を習得し、その発展型として、今日の授
業で白血病について学べたので、とても
勉強になりました。髙橋先生の講義で配
布されるレジュメは、いつもカラフルな写
真や図が載っていて、とにかくわかりやす
いんですよ。

話 題 の 講 義 ライブ
L I V E　2012

KITASATO UNIVERSITY

Today’s Program 血液学Ⅱ

北里大学
医療衛生学部 医療検査学科

白
血
病
細
胞
の
画
像
を
一
つ
ひ
と
つ
閲
覧
し
な
が
ら
そ
の
形
態
の
違
い
、
特
徴
、
見
分
け
方
を
学
ぶ
。
将
来

臨
床
検
査
技
師
と
し
て
現
場
に
入
っ
た
時
に
〝
直
接
実
務
に
役
立
つ
〞
知
識
が
身
に
つ
く
。

血
液
学
の
中
で
も
重
要
な
急
性
白
血
病
に
つ
い
て
学
ぶ
。
急
性
白
血
病
の
分
類
、
診
断
法
、
治
療
法
に
つ
い

て
、具
体
的
に
試
験
に
出
る
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
な
が
ら
解
説
す
る
。

醍
醐
味

講
義
の
流
れ

5.25.Fri.  at  Sagamihara
10:40～12:10

髙橋 伸一郎 教授

たかはし　しんいちろう

［ オープンキャンパス情報 ］

7月21日(土)／22日（日）　
8月25日（土）

開催時間10:00～16:00
いずれも会場は相模原キャンパス　
※詳細は、大学ホームページをご覧ください

資料の請求および
お問い合せ先

URL http://www.kitasato-u.ac.jp/
〒252-0373　神奈川県相模原市北里１-１５-１北里大学入学センター
TEL：042-778-9760  FAX：042-778-9761

［ 沿革・歴史 ］

１９６２（昭和３７）年、世界的な細菌学者・北里
柴三郎博士が創設した日本初の私立医学研
究機関、北里研究所を母体に誕生。当初は１学
部２学科構成であったが、７大学院、７学部１５
学科、４つの病院を擁する生命科学の総合大
学に成長した。
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